
佐賀大学・医学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７２０１

基盤研究(C)（一般）

2019～2016

危機管理能力に優れた国際看護領域の人材育成のための教育モデルの開発研究

Development of the education model for rearing nurses for international nursing 
field with the ability of risk management

３０４０４１６４研究者番号：

新地　浩一（Shinchi, Koichi）

研究期間：

１６Ｋ１１９４６

年 月 日現在  ２   ４ ２２

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：　実践的な国際看護教育のプログラム開発を実施した。国際緊急援助活動の災害看護
活動の経験の豊富な看護職者の協力を得て、自記式質問票を使用した横断研究により、「看護系大学において、
どのような教育が実践的な災害看護活動に必要だと思うか？」について自由記載の質問を行い、その回答を、内
容分析により解析した。その結果をもとに、教育方法の検討を実施した。その結果、65項目の回答が得られた。
それらを分類した。その結果より、教育に重要な6項目に整理統合した。それらの項目は、１）シミュレーショ
ン教育、２）国際看護の知識、3）看護基礎教育、４）コミニュケ―ション能力、５）人間性の涵養、６）感染
症対策であった。
　

研究成果の概要（英文）：  Practical educational model for risk management and disaster nursing has 
not yet been established in Japan. In the present study, a model of disaster medical education for 
practical risk management and disaster nursing was proposed. The open-ended question,“What kind of 
nursing education is necessary for risk management and practical activities in disaster response?”
was asked to 17 expert nurses who had experience of participation in past international disaster 
relief operationss, The responses were analyzed qualitatively and educational model was developed. 
Subsequently, the “SINCHI education model” was proposed for practical disaster nursing education; 
it comprises six elements: (1) Simulation exercise and small-group work; (2) International nursing 
knowledge; (3)Nursing skills and knowledge, including disaster nursing; (4) Communication ability 
promotion;(5) Humanity, responsibility, and flexibility; and (6) Infection prevention and control.

研究分野： 国際看

キーワード： 国際看護　災害看護　教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「国際看護活動の現場においては、限られたマンパワーや医療資源のもとで、保健医療活動を行わなくてはなら
ない。それゆえに、国際看護の分野で活躍する看護師の人材育成を推進するためには、学部生レベルにおける実
践的な教育プログラムの開発が必要不可欠である。そこで、国際看護教育におけるシミュレーション演習を含む
教育モデルを開発した。今回開発した SINCHI式教育モデルを除くと、体系化されたものはほとんど見当らな
い。特に、学部生レベルの教育において、国際協力活動に不可欠な教育の項目を抽出し、国際看護に関する専門
的知識と技術を携え、国際看護を実践する看護職を育成する教育モデルとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
近年、グローバル化の時代において国際社会のニーズに応えるべく、わが国及び世界の看護の

質向上が望まれている。そのため、看護基礎教育のレベルから危機管理能力に優れ、国際的視野
を見据えた看護実践能力をもつ人材を育成することが必要である。わが国において国際医療協
力を目的とした看護職の海外派遣は、1960 年代以降である。しかしながら、研究成果をエビデ
ンスとして国際協力に携わる看護職の人材養成プログラムを構築した研究は少なく、効果的な
国際看護の教育に関する研究は端緒についたばかりであり、国際看護に関する学部教育レベル
での能力開発支援はいまだ十分とはいえない(新地 1-2），2006）。国際保健医療の現場において
は、限られたマンパワーや医療資源のもとで、多くの住民に対して保健医療活動を行わなくては
ならないという困難な状況に遭遇する（新地 3）2003, 新地 4）2007）。それゆえに、国際看護
の分野で活躍する看護師の人材育成は極めて重要である。国際看護協力に必要な能力として、こ
れまで国際協力・看護の理解、異文化への適応力、コミュニケーション能力、国際救援時におけ
る基礎的看護実践能力･状況判断能力、問題解決能力、課題探求能力、創造性などが指摘されて
いる（林 5）2008,平賀 6）2003)が、国際医療保健活動の経験を持つ看護師が重要と認識する経
験に基づいた国際看護におけるシミュレーション演習を含む教育モデルを開発したものはみら
れない。最近の国際情勢では、宗教対立による国際紛争や、新興感染症による死亡者の急増など、
様々な危機管理が必要とされる現状である。ところが、学部教育において、国際協力に関する専
門的知識と技術を携え、国際看護を実践する看護職を育成する教育モデルは、全国の看護系大学
等の教育機関においても試行錯誤の段階である。これまでにも、研究代表者らは国際緊急援助活
動の分野で、実践的な演習を含む教育モデルの開発について研究を重ねてきた (新地 1-4））。そ
の経験と実績を、国際看護の教育モデルの構築につなげたいと考えた。 
 
２． 研究の目的 

 
 本研究は、１）国際医療保健活動の経験を持つ看護師が重要と認識する国際支援活動上の課題
と継続学習のニーズを明確にしたうえで、国際看護における必要な教育項目を抽出し、２）国際
医療保健活動に必要とする基礎的看護実践能力、状況判断能力、問題解決能力を育成するための
シミュレーション演習を含む教育モデル（学部教育レベル）の開発を行うことの 2 点を目的に
実施するものである。最終的には、この研究成果を国際看護分野で活躍する危機管理能力に優れ
た看護師の人材育成に役立てるものである。 
 
３． 研究の方法 

 
平成 28 年度に、実践的な国際看護教育（国際保健に関する基礎教育・技能訓練・シミュレー

ション演習）の構築の準備を行い、一部の教育を試行的に実施する。平成 29年度末までに、1年
間以上の海外における活動経験のある看護職者約 30 名に自記式質問紙調査票および面談による
調査を行い、大学における国際看護の教育に必要な事項および優先順位の高い項目の抽出をお
こなう。平成 29年度から、看護学科 4年次の国際看護論（必修科目）を利用して、約 60名の学
生を対象として、実践的な国際看護の教育を開始する。平成 29 年度末までに学習環境・指導体
制の整備を実施するとともに、平成 29～30 年度において、全国の看護系大学の災害看護教育担
当教員約 100 名に対して、優先すべき教育項目に関する質問紙調査を行い、災害看護活動の経験
のある看護師のデータとの比較を実施する。 
  
４． 研究成果 
 
 平成 28 年度には、実践的な国際看護教育（国際保健に関する基礎教育・技能訓練・シミュレ
ーション演習）の構築の準備を行うために、第一段階として、国立看護系の 41 大学の国際看護
に関する教育を担当している大学教員を対象として、現在行われている教育内容 
の調査を実施した。国際看護を専門科目として教育している大学は約 80％であり、そのうち必
修科目としている大学は 50％であった。常勤の看護職者が担当教員である大学は約 60％であっ
た。国際看護の教育内容に関しては、大学間で大きな差があることが判明した。 
 国際看護教育の担当教員の多くが、「国際的な視野を重視した授業内容の精選」、「国際交流に
よる異文化理解」、および「演習による実践能力の強化」が重要であると考えていた。 
 また、研究協力者の野口は、国際医療支援活動に従事した 147 名の看護職者を対象として、彼
らがどのような看護活動を実施したかについて、自記式質問紙調査により解明した。27 項目の
活動が実施されており、頻度の高い上位 10項目について、今後の国際看護教育の中に取 
り入れるべく、検討を重ねたている。（発表論文５）  
 平成 29 年度においては、看護学科 4 年生の国際看護論（1 単位 15 時間）の必修科目におい
て、約 60名の学生を対 象として、実践的な国際看護の教育を本格的に試行した。特に、発展途
上国内で実際に起こった大規模な自然災害発生時における国際緊急医療援助活動をモデルにし
た実践的なシミュレーション演習を実施した。この演習に関しては、VTR などの視聴覚機材を導
入するとともに、危機管理に関する教育も取り入れた。 



 同時に、国際看護活動の経験のある看護職者 17 名からの情報提供により、教育モデル作成に
必要な教育項目に関する抽出作業も実施した。また、国際緊急援助活動や危機管理には、トリア
ージ能力の向上が必要不可欠であると考えられた。そのため、本研究に付随して、看護学科１年
生および４年生（各 60名）に対して START 式トリアージの教育も行い、その教育前後で 30症例
のトリアージを行なわせて、教育効果を判定した。その結果、VTR 教材を利用した START 式トリ
アージの教育後には、看護学生のトリアージ能力が顕著に向上することが証明された。（発表論
文３）。さらに、研究協力者の福山をハワイ大学医学部のシミュレーション教育センターに派遣
して、実践的な教育に関する情報収集や意見交換を実施した。 
 研究協力者の石橋は、国際緊急援助活動における外科系の看護師の役割について調査研究を
実施し、研究成果を、英文論文として発表した。（発表論文４） 
 平成 30 年度～令和元年度においては、蓄積された国際看護の教育に関するデータや資料をま
とめて分析し、実践的な国際看護の教育のプログラムの開発を実施した。国際緊急援助活動（IDR）
の災害看護活動の経験の豊富な看護職者 17 名の協力を得て、自記式質問票を使用した横断研究
により、「看護系大学においてどのような教育が実践的な災害看護活動に必要だと思うか？」に
ついて自由記載の質問を行い、その回答を、内容分析により解析した。その結果をもとに、教育
方法の検討を実施した。その結果、65 項目の回答が得られた。それらを分類し、19 サブカテゴ
リー、3カテゴリーに区分した。上記の結果より、教育に重要な 6項目に整理統合した。それら
の項目は、１）シミュレーション教育、２）国際看護の知識、3）看護基礎教育、４）コミニュ
ケ―ション能力、５）人間性の涵養、６）感染症対策である。 
 また、看護系大学における災害看護の担当教員 88名と、災害看護の活動経験者 41 名が必要と
考える災害看護の教育項目の相違を明らかにした。大学教員が必要と考えている項目は、「災害
のサイクル」、「災害時要援護者への対応」、「仮設住宅における看護活動」、「在宅における看護活
動」、「復興住宅における看護活動」、「災害看護を学ぶ意味・学習内容」の 6項目であった。一方、
活動経験者が必要と考えている項目は、「災害時の情報伝達手段」、「医療活動のための情報体制」、
「災害時を想定した平常時からのネットワーク構築・連携協働の必要性や形態」、「体系的対応の
基本原則」、「ロジスティックス」の 5項目であった。（発表論文２） 
これらの研究成果をもとに、SINCHI Education Model を作成し、世界災害救急医学会の学会誌
である Prehospital and Disaster Medicine に発表した。（発表論文１） 
 

The six elements of the SINCHI education model for disaster nursing education  

 
（引用文献） 
1) 新地浩一，他：看護学生に対する国際緊急医療援助活動の実践的教育とその評価．日本集団

災害医学会誌 10：293－301，2006. 
2) 前川昭子,新地浩一：スマトラ島沖地震および津波災害をモデルにしたシミュレーション演

習．看護展望 31：894－897，2006 
3) 新地浩一, 他：効果的な国際緊急援助のための 3 つの提言.日本集団災害医学会雑誌 8：

12-16,2003. 
4) 古川真三子,新地浩一,他：国際緊急援助活動における看護師の役割.日本集団災害医学会誌 

12：152-159,2007 

Simulation: simulation exercise and small-group work education 

International nursing knowledge: guidance and sharing experience  

Nursing education: general knowledge and skills including disaster nursing  

Communication: communication skills promotion including the ability to use medical terms 

in English and communicate with people from different cultures 

Humanity: education about humanity, ethics, responsibility, and flexibility 

Infection prevention and control: knowledge and skills for preventing the outbreak of 

infectious diseases 



5) 林直子,他：国際看護コラボレーターに必要な能力モデル構築と教育プログラムの開発.国際
保健医療 23(1),2008 

6) 平賀恵子：看護管理分野において国際協力に携わる人材育成の核となる要素.国立看護大学
校紀要 2(1):31-39,2003 
 
 

（発表論文 1～5については、後記の表に掲載） 
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